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　皆さまには、平素より京都銀行をお引き立ていた
だきまして、誠にありがとうございます。
　当行に対するご理解を一層深めていただくた
め、『京都銀行ディスクロージャー誌2017』を作成い
たしました。経営方針、最近の業績、および営業活動
の現況等について、順次ご説明申し上げます。
　当行は、昭和16年10月の創立以来、地域の中
枢的金融機関として地域の皆さまとともに歩み、
幅広い金融機能を備えた地元リテールバンクとし
て力強い発展を遂げてまいりました。これもひとえに
皆さま方の暖かいご支援、ご愛顧の賜ものと深く感謝
申し上げる次第でございます。
　金融機関を取り巻く環境につきましては、少子化・
高齢化の進行やさらなる金融緩和政策による貸出
金利回りの低下、あるいはFinTechに代表されるよう
なIT化や生活様式の変化など、今後ますます厳し
く、また大きく変化していくことが予想されます。
　こうした中、当行の第６次中期経営計画「Timely 
& Speedy」では、「コンサルティング機能の発揮」を
活動のメインテーマに、広域型地方銀行としてさら
なる成長・発展をめざすことといたしました。すなわ
ち、「つなげる」をキーワードに、個人のお客さまには、
金融運用商品のご提案・アドバイスなど、ライフプラン
に応じた資産形成のお手伝いに注力してまいりま
す。一方で法人のお客さまには、事業の拡大や承
継のご支援など、当行の強みである店舗ネットワーク
を活かしたきめ細かいサービスで対応し、質の高い
金融仲介機能を発揮してまいります。
　そして、これまでのカルチャーや体制・仕組みの改
革にも臆せず速やかに取り組み、京都銀行グルー
プ各社との緊密な連携のもと多様な金融サービス
をご提供することで、お客さまと地域社会からのご
期待にしっかりとお応えしつつ、当行自らも大きな成
長を期してまいります。
　なにとぞ、今後とも格別のご支援、ご高導を賜り
ますよう心からお願い申し上げます。
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